
　

自
治
労
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
今
の
と
こ
ろ
退
職
後
の
生
活
は
思
い
浮
か
ば
な
い
で

し
ょ
う
が
、
い
ず
れ
そ
の
日
が
来
ま
す
。
退
職
後
の
生
活
は
現
役
時
と

大
き
く
変
わ
り
、
年
金
保
険
・
医
療
保
険
・
介
護
保
険
な
ど
の
社
会
保

障
の
比
重
が
グ
ッ
と
大
き
く
な
り
ま
す
。
ま
と
も
な
社
会
保
障
制
度
・

政
策
を
確
立
し
て
お
く
こ
と
は
近
い
将
来
の
皆
さ
ん
の
生
活
の
た
め
に

不
可
欠
な
基
盤
で
す
。

　

私
た
ち
退
職
者
会
は
、
親
睦
や
互
助
と
あ
わ
せ
て
制
度
・
政
策
要
求

実
現
を
求
め
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
退
職
後
の
生
活
設
計
の

一
部
に
退
職
者
会
運
動
を
加
え
て
お
か
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
眼
で
退
職
者
会
の
組
織
強
化
・
拡
大
を
ご
支
援
く
だ
さ
る

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昔
か
ら
、
人
は
子
供
、
高
齢
者
な
ど
を
扶
養
し
て
社
会
を
維
持
し
て

き
ま
し
た
。
か
つ
て
は
家
族
を
軸
に
し
た
私
的
扶
養
が
中
心
で
し
た

が
、
人
類
の
知
恵
と
し
て
社
会
化
し
た
扶
養
制
度
＝
社
会
保
障
を
生
み

出
し
ま
し
た
。
人
は
自
分
の
昨
日
や
明
日
と
つ
な
げ
て
社
会
保
険
料
・

税
負
担
を
納
得
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
子
供
時
代
・
高
齢

時
代
を
持
た
な
い
企
業
に
は
「
社
会
の
構
成
員
と
し
て
の
責
任
」
「
社

会
の
持
続
性
が
な
い
と
企
業
活
動
も
持
続
で
き
な
い
」
こ
と
を
繰
り
返

し
認
識
さ
せ
な
い
と
、
隙
さ
え
あ
れ
ば
人
件
費
で
あ
る
社
会
保
険
料
負

担
、
税
を
免
れ
よ
う
と
画
策
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
か
つ
て
社
会
保
険
料
等
を
負
担
す
る
こ
と
で
親
の
世
代
に

仕
送
り
を
し
ま
し
た
。
今
の
私
た
ち
の
生
活
は
現
役
の
皆
さ
ん
の
社
会

保
険
料
と
税
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
役
世
代
の
良
質
な
雇
用
の
拡

大
と
労
働
分
配
率
の
向
上
が
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
の
生
活
は
立
ち
行
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
子
の
世
代
が
次
の
社
会
を
担
え
る
よ
う
育

た
な
け
れ
ば
皆
さ
ん
の
退
職
後
の
生
活
は
立
ち
行
き
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
社
会
保
障
の
機
能
を
強
化
す
る

た
め
に
、
現
政
権
が
続
け
て
い
る
雇
用
劣
化
政
策
、
子
育
て
支
援
軽
視

政
策
を
転
換
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
に
深
く
食
い
込
ん
で
い
る
市
場
原
理
主
義
者
た
ち
は
社
会

保
障
を
敵
視
し
、
給
付
切
り
捨
て
・
負
担
増
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
許
す
か
跳
ね
返
せ
る
か
は
私
た
ち
の
運
動
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

※ 

社
会
保
障
は
お
金
を
集
め
て
、
お
金
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
を
配
る
仕

組
み
な
の
で
、
財
源
確
保
が
基
礎
で
す
。
ど
の
国
の
歴
史
を
見
て
も

戦
時
に
社
会
保
障
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
し
た
、
平

和
が
社
会
保
障
の
前
提
で
す
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
は
「
特
定
秘
密

保
護
法
」
「
共
謀
罪
法
」
違
憲
の
「
戦
争
法
」
の
三
点
セ
ッ
ト
で
戦

前
型
警
察
国
家
の
復
元
と
戦
争
態
勢
作
り
に
大
き
く
近
づ
き
ま
し

た
。
あ
ま
つ
さ
え
第
９
条
改
憲
に
向
け
て
暴
走
し
て
い
ま
す
。

※ 

社
会
的
扶
養
が
成
立
す
る
た
め
に
は
そ
の
社
会
が
人
権
を
大
切
に
す

る
合
意
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
、
わ
が
国
で
は
憲
法
第
25
条

の
生
存
権
保
障
が
基
礎
で
す
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
が
実
現
を
め
ざ

し
て
い
る
自
民
党
改
憲
草
案
は
国
民
主
権
と
生
存
権
・
基
本
的
人
権

を
否
定
し
、
国
民
に
は
国
家
支
配
に
従
順
に
服
従
す
る
こ
と
の
み
を

求
め
て
い
ま
す
。

※ 

社
会
保
障
は
国
民
経
済
の
枠
組
み
内
で
発
明
さ
れ
た
仕
組
み
な
の

で
、
健
全
な
国
民
経
済
が
前
提
で
す
。
〝
フ
ァ
ン
ド
が
一
国
の
国
民

経
済
に
国
境
を
越
え
て
な
だ
れ
込
み
、
そ
れ
を
無
慈
悲
に
む
し
り
と

り
破
壊
し
た
後
次
の
国
を
獲
物
に
す
べ
く
立
ち
去
る
〟
と
い
う
市
場

原
理
主
義
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
国
民
経
済
を
破
壊
し
ま
す
。
安
倍

政
権
は
こ
れ
を
よ
び
込
み
、
他
方
で
送
り
出
す
政
策
を
強
行
し
、
国

内
外
で
社
会
保
障
を
破
壊
し
て
い
ま
す
。

　

戦
争
に
向
か
う
政
治
、
生
活
の
基
盤
を
奪
う
社
会
保
障
否
定
の
政
治

は
許
せ
ま
せ
ん
。
権
力
者
と
取
り
巻
き
が
、
〝
今
だ
け
・
自
分
だ
け
・

金
だ
け
〟
と
い
う
物
差
し
で
社
会
・
経
済
・
金
融
政
策
を
作
り
、
政
治

を
運
営
す
る
こ
と
は
決
し
て
許
せ
ま
せ
ん
。

　

７
月
の
参
院
選
挙
で
は
私
た
ち
の
支
持
し
た
候
補
は
当
選
を
勝
ち
取

り
、
改
憲
勢
力
が
三
分
の
二
議
席
を
得
る
こ
と
を
阻
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
次
参
院
選
結
果
で
は
母
集
団
で
あ
る
自
治
労
組
合
員
数
・
自
治

退
会
員
数
と
支
持
候
補
の
得
票
数
に
は
大
き
な
差
が
あ
っ
た
こ
と
は
事

実
で
す
。
ま
た
、
全
体
の
投
票
率
は
戦
後
二
番
目
の
低
さ
で
、
政
権
へ

の
白
紙
委
任
を
意
味
す
る
棄
権
が
拡
大
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
退
職
者
会
も
こ
の
状
況
を
変
え
自
ら
の
よ
り
良
い
生
活
実
現

の
た
め
に
、
あ
わ
せ
て
自
治
労
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
明
日
の
生
活
の
た

め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、
見
つ
け
た
こ
と
か
ら
地
道
に
運
動
す
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
ご
一
緒
に
進
み
ま
し
ょ
う
。

現
退
一
致
の
闘
い
で
社
会
保
障
制
度
を
充
実
さ
せ
よ
う

　

第
92
回
自
治
労
大
会
に
全
国
か
ら
結
集
さ
れ
た
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で
す
。

　

私
た
ち
自
治
体
退
職
者
会
は
、
日
本
の
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
社
会
保
障
制
度
の
充
実
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
を
め
ざ
し
て
日
々
地

域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
21
日
投
票
で
第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
自
治
労
組
織
内
候
補
（
立
憲
民
主
党
）
の
岸
ま
き
こ
さ
ん
が
見
事
当
選
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
自
治
退
も
現
退
一
致
で
岸
ま
き
こ
さ
ん
の
当
選
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
岸
ま
き
こ
さ
ん
の
当
選
を
祝
す

と
と
も
に
、
今
後
自
治
労
・
自
治
退
の
政
策
要
求
現
実
の
た
め
に
奮
闘
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
安
倍
首
相
は
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
を
無
視
し
国
民
不
在
の
政
治
を
強
行
し
て
い
ま
す
。
森
友
・
加
計
問
題
は
未
だ
全
容
解
明

に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
公
文
書
を
改
ざ
ん
し
て
ま
で
守
り
た
か
っ
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。
安
倍
一
強
政
治
が
行
政
を
ゆ
が
め
て
い
る

と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

昨
年
９
月
に
行
わ
れ
た
沖
縄
知
事
選
挙
で
は
玉
城
デ
ニ
ー
候
補
が
自
公
候
補
に
大
差
で
勝
利
し
ま
し
た
。
今
年
２
月
の
辺
野
古
新
基
地

建
設
の
是
非
を
問
う
県
民
投
票
で
は
72
％
以
上
が
反
対
の
意
思
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
４
月
に
行
わ
れ
た
沖
縄
３
区
補
選
で
も

基
地
反
対
を
明
確
に
し
た
屋
良
さ
ん
が
勝
利
し
、
３
度
に
わ
た
っ
て
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
沖
縄
県
民
は
ノ
ー
を
示
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
安
倍
政
権
は
沖
縄
県
民
の
意
思
を
一
切
無
視
し
、
土
砂
投
入
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
県
民
の
意
思
は
無
視
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
を
否
定
す
る
安
倍
政
権
に
怒
り
を
お
ぼ
え
ま
す
。

　

安
倍
一
強
政
治
を
変
え
る
た
め
に
自
治
退
は
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

日
本
は
今
、
人
口
減
少
、
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
出
生
率
は
低
下
し
、
昨
年
生
ま
れ
た
子
供
は
92
万
人
台
で
こ
れ
か
ら
も

減
少
が
続
き
ま
す
。
一
方
、
65
才
以
上
の
高
齢
者
は
増
え
続
け
ま
す
。
2
0
2
5
年
の
高
齢
化
率
は
30
％
台
、
3
、
6
7
0
万
人
に
達
し

ま
す
。
2
0
4
0
年
代
に
は
高
齢
化
は
ピ
ー
ク
に
達
し
、
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
時
代
に
な
り
ま
す
。

　

自
治
退
は
年
金
・
医
療
・
介
護
・
子
育
て
の
充
実
を
求
め
て
運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
財
政
難
を
理
由
に
給
付
の
抑
制
と
自
己
負
担
増
を
私
た
ち
高
齢
者
に
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

骨
太
方
針
2
0
1
9
で
は
具
体
的
数
字
は
示
し
て
い
ま
せ
ん
が
来
年
度
予
算
編
成
で
は
社
会
保
障
費
の
抑
制
が
具
体
化
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

自
治
退
は
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
保
障
制
度
を
維
持
、
発
展
さ
せ
る
た
め
に
今
後
も
闘
い
を
す
す
め
る
決
意
で
す
。

　

今
、
日
本
の
平
和
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
が
着
々
と
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ー
ジ
ス
・
ア

シ
ョ
ア
の
配
備
、
Ｆ
35
Ａ
戦
闘
機
の
大
量
購
入
な
ど
ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
同
盟
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

憲
法
改
悪
も
安
倍
政
権
の
重
要
政
策
と
し
て
国
会
発
議
に
向
け
て
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
た
め
私
た
ち
自
治
退
も
現
退
一
致
の
闘
い
で
平
和
を
守
り
抜
く
決
意
で
す
。

　

現
在
、
自
治
退
の
組
織
は
5
3
2
単
会
2
4
9
、
4
8
4
名
で
す
。
こ
の
間
、
会
員
は
少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

　

昨
年
11
月
に
開
催
し
た
第
46
回
総
会
で
は
30
万
人
の
組
織
を
め
ざ
す
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
自
治
労
県
本
部
・
単
組
の
協
力
の
も
と

現
退
一
致
で
組
織
の
強
化
・
拡
大
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
現
職
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

私
た
ち
自
治
退
は

１
、
社
会
保
障
費
の
削
減
に
反
対
し
、
機
能
強
化
・
充
実
を
求
め
ま
す
。

２
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
た
め
憲
法
改
悪
に
反
対
し
ま
す
。

３
、
沖
縄
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
反
対
し
ま
す
。

４
、
原
発
再
稼
働
に
反
対
し
、
原
発
ゼ
ロ
の
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

５
、
30
万
組
織
を
め
ざ
し
現
退
一
致
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
92
回
自
治
労
大
会
の
成
功
を
祈
念
し
ま
す
、
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
　
　
　   

　

会
　
長
　
人
　
見
　
一
　
夫
　



全
日
本
自
治
体
退
職
者
会 

（
自
治
退
）



組織強化、

爺も婆もけっ

ぱるぞ、元

気な現役の

一層の活躍

と協力を！
自治退北海道本部

会長 斉藤　　譲

現役と退職

者が一致団

結して行動

すれば世の

中少しは変

るかもね…

自治退新潟県本部

会長 藤田　生兵

おまんとう、

職場環境に

おちんぶり

かかんで、

こぴっとや

れし

自治退山梨県本部

会長 笠井　　勲

自治労現退

の力で、改

憲阻止・安

倍一強政治

を終らせよ

う。

自治退三重県連絡会

会長 北岡　勝征

退職者会に

入ろうや！

会員の親睦、

交流と共済

事業に取り

組んどるョ！
自治退広島県本部

会長 向井　高志

福岡によう

きんしゃった

組織拡大・

政治闘争は、

現退一致で

頑張ってい

るばい

自治退福岡県本部

会長 定宗　義孝

高齢者の声
なき声を反
映するため、
数の力は必
要だぃね。
そのため、組
織化は不可
欠だんべえ。

自治退群馬県本部

会長 湯澤　市郎

もうらしい

く ら い え

れー時だか

らこそ、一

緒にずく出

してやらず

自治退長野県本部

会長 田野口紘二

数は力なり

30万自治退

建設、自治

労80万早期

復帰　現退

一致できば

るぞー。

自治労滋賀県本部退職者会

会長 岡田　三正

組織の強化・

会員の拡大、

運動の前進

のため、と

もにがんば

らいや！
自治退鳥取県本部

会長 伊藤　源蔵

退職者会も

わっかもん

に負けてお

られん。

「現・退一

致」で頑張

るばい！
自治労佐賀県本部退職者会

会長 西村　嘉宣

現役時から

の仲間との

交流は、第

二の人生の

生きがいで

す。

自治退栃木県本部

会長 山田　博由

あんまもね

えまも頑張っ

とるの！わ

しらの、ま

だまだ頑張

るぞ！
自治退富山県本部

会長 小林　米和

現・退協力

して組織の

強化・発展

をめざしま

しょう。お

きばりやす。

自治退京都府本部

会長 木村　幹雄

わけしと一

緒にしゃん

しゃとすー

けん、協力

たのんます。自治退島根県本部

会長 谷　　正次

「我が会に

求む元気な

若者を」入

会しても地

位も名誉も

なかばってん

自治退長崎県本部

会長 池田　　篤

現職の奮闘

が、退職者

会の拡大に

つながんだ。

お 互 い 頑

張っぺ！
茨城県自治体退職者の会

会長 永井　和世

現退一致で

現職や退職

者の福利厚

生に関する各

種事業の充

実に努める。

自治退石川県本部

会長 小泉　　博

年金生活の

楽しみを奪

わないで!!

これ以上下

げたら、あ

きまへん。

自治退奈良県本部

会長 本多アサヱ

組織拡大・

強化は、現

退一致の運

動が基本で

す。ぶち頑

張ります。

自治退山口県本部

会長 梅地　茂光

退職者との

連携強化は

必須！共に

地域の絆づ

くりに邁進

しちょくれ

自治退大分県本部

会長 佐藤　晴男

生涯現役で

頑張ってい

ます。単会・

県本部のご

協力をお願

いします。

自治退埼玉県本部

会長 野澤　健司

組織強化・

運動発展の

ため「現・退

一致」で頑

張ります！自治退福井県本部

会長 旭　　信昭

現在の「現・

退一致の運

動」をつれ

もて強力に

推し進めよ

らよ。

自治退和歌山県連絡会

会長 辻　　　健

楽しい現職

生活が、楽

しい退職会

を創るけん、

今を頑張っ

て。

自治退香川県本部

会長 大村　一彦

退職者会は

現 職 の サ

ポーター今

の社会、え

れこっじゃけ

ど、ずっで

「きばっど」

自治退宮崎県本部

会長 早瀬　昭男

★退職者の

仲間が集ま

ろうよ！楽

しもうよ！

がんばろう

よ！
自治退東京都本部

会長 岡田　嘉久

微力な県本

部です。現

退一体で組

織拡大をめ

ざします。自治退静岡県本部

会長 手塚　一郎

現退一致で

「大阪都構

想」をぶっ

つぶしたろ

やんけ。やっ

たるで～

自治退大阪府本部

会長 水上　義博

現職との連

帯が退職者

会の加入に

繋がります。

よろしゅう

頼みます。

自治退徳島県本部

会長 松本　竹生

熊本地震を

乗り越え現

職と連携し、

会員拡大を

目指しガマ

ダスバイ

自治退熊本県本部

会長 水田　　優

後発の県本

部ですが、

会員拡大、

新規単会の

加盟促進で

頑張ります。

自治退千葉県本部

会長 高橋　秀雄

退協の無い

単組はよ～

ちゃっと退

協設けてち

ょ～せんか自治退愛知県本部

会長 沖本　竹史

厳しい状況

やけど、頑

張ってや。退

職者・高齢

者運動にも

ご協力を！
自治退兵庫県本部

会長 小島　修二

高齢者に目

配りのない

政治に終止

符を。年寄

やけど頑張

るけんな！
自治退愛媛県本部

会長 永山　幹雄

社会保障は、

現職世代の

雇用と賃金

改善が基盤。

一緒にきば

いもんそ。

自治退鹿児島県本部

会長 二牟礼正博

格差のない

社会実現に

向け、現・

退一致で頑

張ろうじゃ

ん！
自治労神奈川県本部退職者会

会長 相馬　正勝

現職の皆さ

んとの連携

を深めるた

め、県政協

力員制度を

立ち上げま

した。

自治退岐阜県連絡会

会長 加納　弘二

ぼっけ～組

織にして運

動せにゃあ、

わけ～もんも

たのむけ～

の～

自治退岡山県本部

会長 森本　　榮

組織拡大は

現退一致の

運動ぜよ。

“まっこと”

一緒にやろ

うじゃぃか!!

自治退高知県本部

会長 島内　幸洋

チバリヨ～！

わったー自治

労や試さっ

とんど～ま

じゅんちば

らなやー

自治退沖縄県本部

会長 波平　　剛

平和と組合

員、退職・高

齢者の生活

を守るために

共に頑張ね

ばなんねな

自治退青森県本部

会長 上杉靖悠紀

やる事なす

事、わげぇ

す達もとしょ

り達も一緒

に頑張っぺ

し！
自治退岩手県本部

会長 佐々木敏男

人っこ増や

さねどわが

んねがら、す

けでもらって

頑張っぺっ

ちゃ

自治退宮城県本部

会長 豊嶋　正人

労働者の生

活向上と高

齢者福祉の

充実を求め、

現・退一致

で頑張るべ！
自治退秋田県本部

会長 小川　正逸

現職者と退

職者、共に

時の流れの

仲間です。

腕を組んで、

頑張っべ！
自治退山形県本部

会長 大竹　俊博

退職者会を

でっかぐす

るため、み

んなでがん

ばっぺない自治退福島県本部

会長 羽田　則男

メッセージは、自治退

の「組織強化・運動発

展のため、現職の協力

を」の主旨を、出来る

限り、各県のお国言葉

で記載しました。ぜひ

ご一読を。


